
構成・振付・出演　ボヴェ太郎
2012 年 4月 6日（金）・7日（土）・8日（日）
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世 田 谷 美 術 館
リオープン記念パフォーマンス



世田谷美術館は、改修工事による約 9ヵ月間の休館を経て、2012 年 3月 31日に再び開館いたします。

その記念公演として、舞踊家ボヴェ太郎の新作ソロパフォーマンス『微か』を上演いたします。｠

緑豊かな公園の一隅にたたずむ当館は、自然との共生をテーマの一つとして設計されました。とりわけ1階展示室は、窓外の自然をパノラマビューと

して一望できる稀有な空間です。ここに、場の変容に細やかに応答してダンスをつくる、ボヴェ太郎を迎えます。木々がささめき、風が通りぬけ、光が

うつろうなど、ガラスの向こうで刻 と々生じる微かな変化を、私たちはボヴェ太郎のダンスをとおして、ゆっくりと受けとめることになります。｠

静けさに身を浸さなければ、見えないものがあります。自然、芸術、人間のさまざまな関わり方について、その来し方と行く末について、あらためて思い

を馳せる春 ̶ 皆様のご来場を心よりお待ちしております。｠

制作協力

主 催

2012 年　4 月 6 日（金）・7日（土） ・8 日（日）

世田谷美術館　企画展示室 A
東京都世田谷区砧公園 1-2　tel  03 -3415 -6011（10 時－18 時｜月曜休）

http://www.setagayaartmuseum.or.jp/

【 日 時 】

【 会 場 】

予約 2,000 円 ／ 当日 2 ,500 円

※中学生以下無料　未就学児童のご入場はご遠慮ください

各回 40 名

Taro BOVE Dance Performance WEB

http://tarobove.com/reservation/kasuka

世田谷美術館　教育普及課

03-3415 -6346（10 時－18 時｜月曜休）

【 料 金 】

【 定 員 】

【 予 約 】

●東急田園都市線「用賀」駅下車、北口から徒歩17分、または美術館行バス ❶「美術館」下車徒歩3分
●小田急線「成城学園前」駅下車、南口から渋谷駅行バス ❷「砧町」下車徒歩10分
●小田急線「千歳船橋」駅から田園調布駅行バス ❸「美術館入口」下車徒歩5分
※お車でお越しの方は、来館者専用駐車場をご利用ください。美術館まで徒歩5分

舞踊家・振付家。1981年生まれ。“空間の〈ゆらぎ〉を知覚し、変容してゆく
「聴く」身体”をコンセプトに創作を行なう。主な作品に『不在の痕跡』、
『implication』、『余白の辺縁』、『Texture Regained －記憶の肌理－』等。
劇場作品のほか、『in statu nascendi』（世田谷美術館）、「カンディンスキー
展」における公演（京都国立近代美術館）、『陰翳』（国指定重要文化財・旧
岡田家住宅）等。近作に、能楽との共演による『消息の風景－能《杜若》－』、
『Lingering Imagery of Reflection －能《井筒》－』、『静寂の焔－能《葵
上》－』がある。
http://tarobove.com
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世
田
谷
美
術
館
リ
オ
ー
プ
ン
記
念
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

11:00

14:00

開場は開演の 30 分前　各回とも終演後にアフタートークを行います
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Taro BOVE Dance Performance

世田谷美術館（公益財団法人せたがや文化財団）


